
Title 中谷美穂君学位請求論文審査報告
Sub Title
Author

Publisher 慶應義塾大学法学研究会
Publication

year
2004

Jtitle 法學研究 : 法律・政治・社会 (Journal of law, politics, and
sociology). Vol.77, No.6 (2004. 6) ,p.137- 142 

JaLC DOI
Abstract
Notes 特別記事
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara

_id=AN00224504-20040628-0137

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会また
は出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守し
てご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to
the respective authors, academic societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese
Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


特別記事

特
別
記
事

中
谷
美
穂
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　
中
谷
美
穂
君
が
提
出
し
た
学
位
請
求
論
文
「
日
本
に
お
け
る
N
P

C
（
Z
①
譲
℃
o
洋
8
巴
〇
三
ε
冨
）
に
関
す
る
実
証
分
析
」
の
構
成
、

な
ら
び
に
概
要
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
章

第
二
章

第
三
章

第
四
章

第
五
章

第
六
章

第
七
章

は
じ
め
に

政
治
参
加
と
民
主
主
義
理
論

N
P
C
に
つ
い
て

N
P
C
と
参
加
政
策

N
P
C
と
情
報
公
開
制
度

N
P
C
と
住
民
投
票
運
動

結
論

　
本
論
文
は
、
日
本
に
お
け
る
N
P
C
（
Z
Φ
≦
℃
○
毎
8
巴
　
O
巳
－

9
8
）
の
現
状
を
様
々
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
実
証
的
に
分
析
し
た

も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
N
P
C
と
は
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
欧

米
諸
国
に
お
い
て
現
れ
て
き
た
「
旧
来
の
社
会
的
属
性
を
基
盤
と
す

る
政
治
的
エ
リ
i
ト
に
よ
る
大
衆
動
員
型
政
治
参
加
で
は
な
く
、
市

民
が
各
争
点
毎
に
直
接
、
政
治
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
形
態
の
民
主

主
義
」
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
テ
リ
ー
・
ク
ラ
ー
ク
や
ロ
ナ
ル

ド
・
イ
ン
グ
ル
ハ
ー
ト
等
は
こ
う
し
た
現
象
を
捉
え
、
「
新
し
い
政

治
文
化
（
N
P
C
）
」
と
し
て
、
そ
の
発
生
要
件
や
効
果
な
ど
を
明

ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
き
た
。

　
本
論
文
で
N
P
C
を
分
析
対
象
と
す
る
第
一
の
目
的
は
、
こ
れ
ま

で
の
民
主
主
義
理
論
に
お
け
る
二
つ
の
潮
流
で
あ
る
参
加
民
主
主
義

論
と
エ
リ
ー
ト
民
主
主
義
論
の
主
張
の
い
ず
れ
が
日
本
の
現
象
を
説

明
す
る
の
に
有
効
で
あ
る
の
か
を
検
証
す
る
こ
と
に
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
前
者
は
、
市
民
が
政
治
に
対
す
る
参
加
を
通
じ
て
自
ら
社
会
的

人
間
と
し
て
成
長
し
、
政
治
や
社
会
に
関
す
る
事
柄
に
関
心
を
持
つ

よ
う
に
な
る
の
で
、
市
民
の
政
治
参
加
を
拡
大
す
べ
き
で
あ
る
と
宅

張
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
後
者
は
、
市
民
の
政
治
参
加
が
拡
大
す
れ

ば
、
市
民
の
潜
在
的
欲
求
が
顕
在
化
し
て
政
府
の
効
率
性
や
安
定
性

が
低
下
す
る
の
で
、
あ
く
ま
で
も
市
民
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
政
治

的
エ
リ
ー
ト
に
よ
る
政
策
形
成
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

こ
う
し
た
両
者
の
意
見
の
対
立
は
、
国
政
レ
ベ
ル
ば
か
り
で
な
く
、

地
方
自
治
体
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
起
こ
り
、
具
体
的
に
は
、
情
報
公

開
条
例
制
定
や
住
民
投
票
実
施
な
ど
に
対
す
る
対
応
で
表
面
化
し
て
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い
る
。

　
次
に
、
本
論
文
で
N
P
C
を
取
り
扱
う
第
二
の
目
的
は
、
N
P
C

タ
イ
プ
の
首
長
が
現
在
の
日
本
で
ど
の
程
度
、
存
在
し
て
い
る
の
か

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
市
民
が
地
方
自
治
体

に
お
い
て
参
加
を
要
求
し
た
際
に
そ
れ
が
実
現
す
る
か
否
か
に
は
、

当
該
自
治
体
の
首
長
が
N
P
C
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
反
応
を
す
る

の
か
も
影
響
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
本
論
文
で
N
P
C
を
分
析
す
る
第
三
の
目
的
は
、
こ
う
し

た
N
P
C
的
な
市
民
の
首
長
が
、
日
本
の
地
方
自
治
体
に
お
け
る
政

策
形
成
に
ど
の
よ
う
な
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
さ
て
、
本
論
文
の
問
題
意
識
を
明
示
し
た
第
一
章
に
続
く
第
二
章

で
は
、
前
述
の
第
一
の
目
的
に
基
づ
き
、
従
来
の
政
治
参
加
理
論
を

体
系
的
に
整
理
し
、
参
加
民
主
主
義
論
と
エ
リ
ー
ト
民
主
主
義
論
が

内
包
す
る
論
点
を
仮
説
と
し
て
提
示
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
仮

説
が
現
実
に
妥
当
す
る
か
否
か
を
検
証
す
る
た
め
に
、
二
つ
の
分
析

を
行
っ
た
。
ま
ず
第
一
に
、
こ
れ
ま
で
国
民
投
票
を
行
っ
て
き
た
西

欧
諸
国
に
お
け
る
市
民
意
識
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
分
析
を
行
っ
た
結

果
、
国
民
投
票
を
実
施
し
た
回
数
が
多
い
国
ほ
ど
、
国
民
の
政
治
に

対
す
る
知
識
認
識
度
合
い
が
高
く
、
政
治
へ
の
積
極
性
が
高
い
こ
と

が
検
証
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
参
加
民
主
主
義
論
者
の
主
張
通
り
、

国
民
投
票
の
実
施
経
験
が
国
民
の
知
識
認
識
度
合
い
を
高
め
る
よ
う

な
教
育
的
効
果
を
も
つ
も
の
と
推
察
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。
一
方
、

エ
リ
ー
ト
民
主
主
義
論
に
つ
い
て
は
、
代
議
制
論
者
に
よ
る
主
張
の

想
定
と
は
逆
の
結
果
、
す
な
わ
ち
、
国
民
投
票
の
実
施
回
数
が
多
い

国
ほ
ど
、
自
国
の
政
治
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
満
足
感
が
高
い
こ
と
が

検
証
さ
れ
た
。
ま
た
、
国
民
投
票
に
お
い
て
、
政
府
や
議
会
が
支
持

す
る
方
向
と
は
逆
の
決
定
が
多
く
行
わ
れ
る
国
ほ
ど
、
国
民
の
政
治

シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
満
足
感
が
高
い
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
さ
ら
に
第
二
章
で
は
、
日
本
を
対
象
と
し
て
、
市
民
参
加
に
積
極

的
な
制
度
の
採
用
度
合
い
を
用
い
て
「
政
治
参
加
」
の
指
標
と
し
て

分
析
を
行
っ
た
結
果
、
市
民
参
加
に
積
極
的
な
制
度
が
あ
る
自
治
体

ほ
ど
、
行
政
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
良
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
次
に
、
第
三
章
で
は
本
論
文
の
第
二
の
目
的
で
あ
る
「
日
本
に
お

け
る
N
P
C
現
象
の
現
状
」
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
N
P
C
の

特
徴
に
お
け
る
人
々
の
参
加
行
動
の
変
化
に
注
目
し
て
、
N
P
C
的

な
参
加
行
動
が
、
ど
の
程
度
浸
透
し
て
い
る
の
か
を
検
証
し
た
。
そ

の
結
果
、
N
P
C
的
な
参
加
意
識
や
行
動
の
特
徴
で
あ
る
「
既
成
政

党
へ
の
支
持
の
低
下
」
や
「
従
来
型
の
政
治
参
加
へ
の
支
持
の
低

下
」
、
「
新
し
い
政
治
参
加
形
態
へ
の
参
加
の
増
加
」
な
ど
の
現
象
が

見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　
さ
ら
に
N
P
C
の
特
徴
を
持
つ
市
民
が
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
有
し
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て
い
る
か
に
つ
い
て
も
検
証
を
行
っ
た
結
果
、
既
存
の
政
党
に
対
し

て
は
不
信
感
を
抱
い
て
お
り
、
新
し
い
政
治
参
加
行
動
に
は
積
極
的

と
い
う
N
P
C
的
な
参
加
行
動
の
特
徴
を
持
つ
人
々
は
、
脱
物
質
主

義
的
価
値
観
を
持
つ
人
々
に
多
く
見
ら
れ
、
そ
の
よ
う
な
人
は
、
年

齢
が
若
く
、
専
門
職
に
従
事
し
て
い
る
特
徴
を
有
し
て
い
る
人
に
多

い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
N
P
C
選
好
を
持
つ
市
長
は
、

現
在
の
日
本
に
お
い
て
、
四
分
の
一
程
度
の
割
合
て
存
在
し
て
お
り
、

こ
う
し
た
「
N
P
C
」
に
類
型
化
さ
れ
る
市
長
は
、
専
門
職
に
従
事

し
て
い
る
割
合
が
高
い
N
P
C
的
市
民
が
多
い
自
治
体
に
存
在
す
る

傾
向
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
第
四
章
で
は
、
上

記
の
デ
ー
タ
分
析
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
我
孫
子
市
と
国
立
市
で
の

ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
行
い
、
デ
ー
タ
分
析
の
結
果
を
裏
付
け
る
関
係
者
の

証
言
を
得
て
い
る
。

　
次
に
第
五
章
て
は
、
情
報
公
開
制
度
を
取
り
L
げ
て
N
P
C
的
な

市
民
や
市
長
の
存
在
に
よ
り
日
本
の
自
治
体
の
政
策
に
ど
の
よ
う
な

変
化
が
生
じ
て
い
る
の
か
を
検
証
し
た
。
そ
の
結
果
、
専
門
職
従
事

者
比
率
の
多
い
、
N
P
C
的
な
特
性
を
有
す
る
市
民
の
多
い
地
域
ほ

ど
、
財
政
的
に
コ
ン
サ
ー
バ
テ
ィ
フ
と
い
う
N
P
C
的
な
選
好
の
一

部
を
有
す
る
市
長
が
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
、

財
政
的
に
コ
ン
サ
ー
バ
テ
ィ
ブ
と
い
う
N
P
C
の
特
徴
を
有
す
る
市

長
は
、
情
報
公
開
に
積
極
的
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
市
長
が
い
る
自

治
体
ほ
ど
情
報
公
開
度
合
い
か
高
い
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。
さ

ら
に
第
七
章
で
は
、
こ
れ
ら
の
分
析
結
果
を
裏
付
け
る
証
言
を
多
治

見
市
の
関
係
者
か
ら
得
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
第
六
章
て
は
、
住
民
投
票
運
動
に
焦
点
を
当
て
、
N
P

C
的
市
民
が
い
る
の
に
も
関
わ
ら
す
、
政
治
エ
リ
ー
ト
の
側
が
N
P

C
志
向
で
は
な
い
場
合
に
、
政
策
過
程
に
ど
の
よ
う
な
現
象
が
生
じ

る
の
か
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
高
齢
者
の
割
合
が
少
な
く
、
大

卒
者
の
割
合
が
多
く
、
所
得
も
多
く
、
専
門
職
に
従
事
し
て
い
る
割

合
か
高
く
、
第
一
次
、
第
二
次
産
業
に
従
事
し
て
い
る
割
合
が
低
い

地
域
ほ
ど
、
住
民
投
票
運
動
が
生
じ
て
い
る
こ
と
か
明
ら
か
と
な
っ

た
。
ま
た
、
住
民
投
票
運
動
は
O
P
C
（
O
匡
　
℃
o
一
三
〇
巴
　
〇
三
－

ε
話
）
的
な
市
長
が
い
る
自
治
体
で
生
じ
て
い
る
こ
と
か
明
ら
か
に

な
っ
た
。
さ
ら
に
、
財
政
的
に
は
コ
ン
サ
ー
バ
テ
ィ
ブ
で
社
会
的
に

は
り
ベ
ラ
ル
な
選
好
を
持
ち
、
年
齢
が
若
く
、
政
党
か
ら
推
薦
を
受

け
て
い
な
い
と
い
う
属
性
的
特
徴
を
有
す
る
N
P
C
的
な
市
長
ほ
ど

住
民
投
票
に
好
意
的
で
あ
る
一
方
、
N
P
C
的
な
選
好
を
持
た
ず
、

年
齢
が
高
く
、
政
党
と
の
距
離
が
近
い
属
性
的
特
徴
を
有
す
る
O
P

C
的
な
市
長
ほ
ど
住
民
投
票
に
否
定
的
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
さ

れ
た
。
そ
し
て
第
六
章
で
は
、
徳
島
市
に
お
け
る
吉
野
川
可
動
堰
と

沖
縄
市
に
お
け
る
泡
瀬
干
潟
に
対
す
る
住
民
投
票
運
動
の
関
係
者
へ

の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
通
じ
て
、
上
記
の
分
析
結
果
を
裏
付
け
る
証
言
を
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得
た
。

　
こ
れ
ら
の
各
章
に
お
け
る
分
析
を
通
し
て
、
本
論
文
で
は
、
前
述

の
三
つ
の
目
的
に
従
い
、
次
の
三
点
の
知
見
を
得
て
い
る
。
ま
ず
第

一
の
目
的
と
し
て
は
、
民
主
主
義
理
論
に
お
け
る
参
加
論
者
と
代
議

制
論
者
の
大
き
な
対
立
論
点
で
あ
っ
た
政
治
参
加
の
機
会
の
拡
大
が

も
た
ら
す
効
果
に
つ
い
て
は
、
代
議
制
論
者
の
主
張
す
る
よ
う
な
反

対
論
が
国
民
の
意
識
レ
ベ
ル
、
そ
し
て
客
観
的
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

指
標
の
レ
ベ
ル
で
も
見
出
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
、
参
加
論
者
の
主
張
の

一
部
が
妥
当
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
人
々
の

政
治
参
加
の
機
会
が
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
り
、
意
識
や
行
動
の
変
化

が
生
じ
る
と
と
も
に
、
政
治
の
機
能
ま
で
も
が
向
上
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
言
え
る
。

　
次
に
第
二
の
目
的
に
つ
い
て
は
、
日
本
で
も
、
政
治
的
エ
リ
ー
ト

が
政
党
や
労
働
組
合
な
ど
の
既
成
の
組
織
を
通
じ
て
大
衆
の
支
持
を

動
員
す
る
よ
う
な
従
来
型
の
エ
リ
ー
ト
指
導
型
の
政
治
参
加
で
は
な

く
、
争
点
志
向
的
で
特
定
の
政
策
の
変
更
に
効
果
を
及
ぽ
す
こ
と
を

目
指
す
よ
う
な
エ
リ
ー
ト
対
抗
型
の
新
し
い
参
加
形
態
に
積
極
的
な

N
P
C
的
な
市
民
が
増
加
傾
向
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。
ま
た
、
N
P
C
的
特
徴
を
示
す
人
は
、
脱
物
質
主
義
的
価
値

観
を
持
つ
人
々
に
多
く
、
そ
の
よ
う
な
人
は
、
若
く
、
専
門
職
に
従

事
し
て
い
る
割
合
が
高
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
現

在
の
日
本
に
お
い
て
、
N
P
C
に
類
型
化
さ
れ
る
市
長
は
、
全
体
の

四
分
の
一
程
度
存
在
し
、
そ
の
よ
う
な
市
長
は
、
専
門
職
従
事
者
比

率
が
高
い
自
治
体
に
お
い
て
存
在
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ

た
。　

最
後
に
、
第
三
の
目
的
に
つ
い
て
は
、
既
存
の
政
党
に
対
す
る
不

信
感
が
強
く
、
自
ら
が
直
接
的
に
参
加
す
る
新
し
い
政
治
参
加
形
態

に
は
積
極
的
で
あ
る
と
い
う
N
P
C
の
特
徴
を
強
く
持
つ
N
P
C
的

な
市
民
が
多
い
自
治
体
に
お
い
て
N
P
C
的
な
市
長
が
輩
出
さ
れ
、

そ
う
し
た
市
長
に
よ
り
、
市
民
参
加
に
積
極
的
な
N
P
C
的
政
策
が

採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
N
P
C
が
浸
透
し
た
地
域
に
お
い
て
、
積
極
的
な
情
報
公

開
制
度
が
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

情
報
公
開
制
度
は
、
財
政
的
に
コ
ン
サ
ー
バ
テ
ィ
ブ
で
、
参
加
に
積

極
的
な
N
P
C
的
な
市
民
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
制
度
で
あ
り
、

N
P
C
的
な
市
民
が
結
束
し
て
、
N
P
C
的
な
市
長
を
誕
生
さ
せ
、

そ
う
し
た
市
長
に
よ
り
公
開
が
促
進
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
さ

ら
に
、
N
P
C
的
な
選
好
を
持
た
な
い
O
P
C
的
な
市
長
が
い
る
自

治
体
に
お
い
て
、
N
P
C
的
な
市
民
を
中
心
と
し
た
住
民
投
票
運
動

が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
つ
ま
り
、
N
P
C
の
特
徴
が
強
く
現
わ
れ
る
自
治
体
に
お
い
て
、

N
P
C
的
な
市
長
が
誕
生
し
、
そ
う
し
た
市
長
に
よ
っ
て
、
市
民
参
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加
に
積
極
的
な
N
P
C
的
政
策
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
現
在
の
各
市

に
お
け
る
情
報
公
開
実
施
の
制
度
に
は
、
「
新
し
い
政
治
文
化
」
の

浸
透
が
関
わ
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
財
政
的
に
コ
ン
サ
ー
バ
テ
ィ
ブ

で
、
参
加
に
積
極
的
な
N
P
C
的
な
市
民
が
多
い
地
域
で
、
情
報
公

開
に
積
極
的
な
N
P
C
志
向
の
市
長
が
誕
生
し
、
そ
う
し
た
市
長
に

よ
り
公
開
が
促
進
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

ま
た
、
N
P
C
的
な
社
会
経
済
特
性
を
持
つ
自
治
体
で
、
N
P
C
的

な
市
民
の
選
好
に
沿
わ
な
い
政
策
を
行
う
O
P
C
的
な
市
長
が
い
る

自
治
体
に
お
い
て
は
、
N
P
C
的
な
市
民
を
中
心
と
し
て
、
住
民
投

票
運
動
が
生
じ
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
こ
こ
で
、
本
論
文
に
対
す
る
評
価
を
す
る
と
、
第
一
に
、
本
論
文

が
既
存
の
政
治
理
論
を
踏
ま
え
た
上
で
、
近
年
、
最
も
重
要
な
論
点

の
一
つ
で
あ
る
「
参
加
民
主
主
義
論
鴨
エ
リ
ー
ト
民
主
主
義
論
」
と

い
う
二
つ
の
民
主
主
義
論
の
潮
流
間
に
お
け
る
論
争
を
取
り
上
げ
、

デ
ー
タ
に
基
づ
く
実
証
分
析
に
よ
っ
て
双
方
の
主
張
を
検
証
し
、
あ

る
意
味
で
は
長
年
の
論
争
に
決
着
を
付
け
よ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。

と
も
す
れ
ば
、
政
治
理
論
を
研
究
す
る
者
と
実
証
分
析
を
行
う
者
が

分
業
化
し
、
実
証
的
裏
付
け
の
な
い
理
論
研
究
や
理
論
的
裏
付
け
の

な
い
デ
ー
タ
分
析
が
多
い
中
て
、
中
谷
君
が
理
論
と
実
証
を
有
機
的

に
結
び
付
け
た
研
究
を
行
い
、
本
論
文
を
完
成
さ
せ
た
こ
と
は
評
価

す
べ
き
と
考
え
る
。

　
第
二
に
、
本
論
文
で
示
さ
れ
た
実
証
分
析
は
単
に
ア
グ
リ
ゲ
ー
ト

デ
ー
タ
を
集
め
た
机
上
の
分
析
に
留
ま
ら
ず
、
全
国
の
全
て
の
市
の

市
長
、
市
議
会
議
長
、
財
政
担
当
者
、
総
務
担
当
者
な
ど
に
対
す
る

サ
ー
ベ
イ
デ
ー
タ
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
市
民
参
加
の
事
例
と
し

て
我
孫
子
市
や
国
立
市
、
情
報
公
開
制
度
と
し
て
多
治
見
市
、
住
民

投
票
運
動
と
し
て
吉
野
川
河
口
堰
問
題
や
沖
縄
市
泡
瀬
干
潟
埋
め
立

て
問
題
な
ど
全
国
の
自
治
体
関
係
者
に
対
す
る
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
本
論
文
は
、
こ
れ
ら
の
テ
ー
タ
を
重
層
的
に
分
析
を
組
み

合
わ
せ
て
実
証
的
に
分
析
し
た
も
の
で
あ
り
、
N
P
C
を
単
な
る
投

票
行
動
分
析
だ
け
に
と
ど
め
な
い
て
、
地
方
自
治
や
市
民
活
動
、
住

民
運
動
の
事
例
ま
で
視
野
に
入
れ
て
い
る
点
は
、
政
治
社
会
学
的
に

も
評
価
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
数
年
、
政
治
学
に
お
け
る

実
証
分
析
が
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
る
反
面
、
ア
グ
リ
ゲ
ー
ト
テ
ー
タ

を
分
析
す
る
だ
け
の
研
究
者
が
増
え
、
政
治
現
象
の
リ
ア
リ
テ
ィ
か

ら
遊
離
し
た
研
究
も
少
な
く
な
い
。
そ
う
し
た
中
で
、
多
大
な
労
力

を
伴
う
サ
ー
ベ
イ
デ
ー
タ
や
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
も
含
め
た
分
析
を
行
い
、

し
か
も
国
際
比
較
を
加
え
て
い
る
点
に
お
い
て
、
本
論
文
は
今
後
の

実
証
的
政
治
研
究
が
目
指
す
べ
き
一
つ
の
手
本
と
言
え
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。

　
第
一
、
一
に
、
こ
れ
ま
で
政
治
学
の
研
究
の
多
く
が
米
国
に
お
い
て
行

わ
れ
て
き
た
た
め
に
、
米
国
の
政
治
現
象
に
由
来
す
る
米
国
政
治
学
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が
、
「
政
治
学
に
お
け
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
に
な
り
が
ち
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
現
実
に
は
、
日
本
の
政
治
現
象
が
世
界
に
共
通
な
も
の
で

は
な
く
日
本
に
固
有
な
「
特
殊
な
事
例
」
で
あ
る
と
同
様
に
、
米
国

の
政
治
現
象
も
世
界
に
共
通
の
も
の
で
は
な
く
米
国
に
固
有
な
「
特

殊
な
事
例
」
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
本
論
文
は
、
米
国
で
生
ま
れ

た
N
P
C
と
い
う
理
論
を
日
本
で
実
証
的
に
検
証
す
る
こ
と
で
、
そ

の
理
論
の
持
つ
限
界
や
発
展
可
能
性
に
つ
い
て
も
貴
重
な
貢
献
を
も

た
ら
し
て
い
る
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、
米
国
の
研
究
者
が
も
た
ら
す

「
米
国
固
有
の
現
象
」
に
対
峙
す
る
形
で
、
中
谷
君
の
研
究
が
も
た

ら
す
「
日
本
固
有
の
現
象
」
を
捉
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
両
者
に
共
通

す
る
新
た
な
理
論
を
摸
索
す
る
必
要
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ

は
従
来
の
民
主
主
義
論
を
さ
ら
に
一
歩
、
上
位
の
理
論
へ
の
高
め
る

こ
と
に
な
り
、
中
谷
君
の
研
究
が
も
た
ら
す
大
き
な
貢
献
と
考
え
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
本
論
文
に
も
今
後
の
課
題
と
な
る
べ
き
点
を
指
摘

で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
ま
ず
第
↓
に
、
二
つ
の
民
主
主
義
論
の

検
証
に
お
い
て
は
市
民
レ
ベ
ル
の
サ
ー
ベ
イ
デ
ー
タ
を
用
い
て
い
る

反
面
、
N
P
C
の
検
証
に
お
い
て
は
政
治
的
エ
リ
ー
ト
や
行
政
エ
リ

ー
ト
に
対
す
る
サ
ー
ベ
イ
デ
ー
タ
を
用
い
て
分
析
を
し
て
お
り
、
彼

ら
エ
リ
ー
ト
の
行
動
に
対
す
る
市
民
の
意
識
を
裏
付
け
る
市
民
レ
ベ

ル
の
サ
ー
ベ
イ
デ
ー
タ
を
用
い
た
分
析
を
加
え
る
と
、
一
層
、
本
論

文
の
研
究
成
果
が
大
き
な
意
味
を
持
つ
も
の
と
な
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。
ま
た
、
N
P
C
の
対
象
領
域
を
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
や
ジ

ェ
ン
ダ
ー
、
子
供
の
政
治
的
社
会
化
、
教
育
な
ど
も
含
め
た
幅
広
い

政
治
文
化
論
に
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
も
、
将
来
、
可
能
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。

　
第
二
に
、
本
論
文
で
は
デ
ー
タ
分
析
に
加
え
て
、
各
自
治
体
に
対

す
る
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
が
、
対
象
と
す
る
関
係
者
が
限
定

的
な
人
達
に
留
ま
っ
て
い
る
。
今
後
、
当
該
自
治
体
に
お
け
る
様
々

な
N
P
O
や
N
G
O
関
係
者
も
含
め
た
総
括
的
な
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
行

う
こ
と
で
、
デ
ー
タ
分
析
の
結
果
と
当
該
自
治
体
に
お
け
る
リ
ア
リ

テ
ィ
を
結
び
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
本
論
文
に
お
け
る
問
題
点
と
言
う
よ
り
は
、

今
後
に
行
う
研
究
に
お
け
る
課
題
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
本

論
文
審
査
の
主
査
、
副
査
は
一
致
し
て
、
本
論
文
が
博
士
（
法
学
）

（
慶
鷹
義
塾
大
学
）
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
る
る
。
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一
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日

主
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査
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教
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学
研
究
科
委
員
法
学
博
士

慶
慮
義
塾
大
学
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学
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学
博
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